
償
は
求
め
な
い
事
に
し
て
い
る
。

現
在
加
入
者
数

四
三
二
名

申
請
回
数
二
件
、
し
か
し
採
血
は
不
要
。

今
後
の
課
題
と
問
題
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

課
題
は
、
現
在
、
登
録
者
の
あ
る
寺
院
は
二
十
力
寺
で
四
十
八

パ
ー
セ
ン
ト
、
ま
た
、
寺
院
に
よ
っ
て
は
二
、
三
名
の
登
録
者
し

か
い
な
い
と
い
っ
た
現
状
で
あ
り
、
将
来
、
全
寺
院
よ
り
多
く
の

登
録
者
を
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問
題
点
は
、
こ
の
運
用
は
、
新
鮮
血
液
に
よ
っ
て
助
か
る
手
術

(
手
術
の
成
・
不
成
功
で
な
く
、
医
師
の
事
前
の
判
断
)

の
場
合
に
限

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
申
請
さ
れ
る
人
が
十
分
こ
れ
を
理
解
さ
れ

て
い
な
い
と
、
申
請
は
し
た
が
断
わ
ら
れ
た
と
感
情
の
も
つ
れ
と

な
り
、
こ
の
活
動
が
布
教
面
に
マ
イ
ナ
ス
を
も
た
ら
す
恐
れ
が
あ

る
。以

上
の
課
題
と
問
題
点
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
将
来
、
努
力
に

よ
っ
て
こ
の
輪
を
広
げ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

日
老
人
ホ
ー
ム
対
象
物
故
者
慰
霊
法
要

法
要
布
教
・
言
説
布
教
を
目
的
と
し
て
毎
年
一
回
、
老
人
ホ
ー

ム
に
於
て
物
故
者
慰
霊
法
要
を
奉
仕
の
形
を
と
り
実
施
。
本
年
は

姫
路
市
白
鳥
園
に
於
て
三
月
二
十
日
に
実
施
し
た
。
入
園
者
並
に

勤
務
者
に
感
謝
さ
れ
、
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

㈲
声
の
本
(
テ
ー
プ
に
よ
る
布
教
)

寺
に
行
き
た
く
て
も
行
け
ぬ
、
法
話
が
聞
き
た
く
て
も
聴
聞
出

来
な
い
人
々
、
即
ち
施
設
や
老
人
ホ
ー
ム
等
を
対
象
に
、
簡
単
で

わ
か
り
易
い
法
話
・
祖
伝
・
仏
伝
等
を
作
成
、
配
布
す
る
。
本
年

は
、
十
巻
作
成
し
、
老
人
ホ
ー
ム
十
カ
所
に
寄
進
し
た
。

如
何
に
し
て
お
題
目
総
弘
通
に

取
り
組
ん
で
い
る
か

-
百
万
遍
唱
題
修
行
に
つ
い
て

ー

菊

池

泰

瑞

(
大
分
・
法
華
寺
住
職
)

①
そ
の
発
端
と
趣
旨

「
お
題
目
の
輪
を
ひ
ろ
げ
よ
う
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
如
何
に

信
徒
に
、
さ
ら
に
未
信
徒
に
唱
え
さ
せ
る
か
。
「
無
信
有
解
・
無
信

無
解
」

の
大
衆
に
対
す
る
唱
題
行
は
如
何
に
有
れ
ば
良
い
か
、
た

だ
模
索
の
数
年
が
過
ぎ
た
。

心
か
ら
の
発
心
で
な
く
、
自
利
・
利
他
の
み
の
題
目
は
す
ぐ
に
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消
え
て
し
ま
う
。
唱
題
は
日
々
の
積
み
重
ね
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

ヽ
」

○

昭
和
五
十
五
年
一
月
一
日
を
期
し
て
、
宗
祖
七
百
遠
忌
前
年
か

ら
、
報
恩
感
謝
の
唱
題
行
と
し
て
始
ま
っ
た
。
当
初
、
朝
勤
夕
勤

に
参
詣
す
る
八
人
の
信
徒
で
組
織
さ
れ
た
。
と
り
あ
え
ず
向
う
三

力
年
計
画
で
、
全
員
で
百
万
遍
唱
題
行
に
取
り
組
み
、
同
時
に
唱

題
カ
ー
ド
と
修
了
証
を
作
成
し
た
。
カ
ー
ド
は
、
昭
和
四
十
四
年

以
前
の
中
央
教
研
会
議
で
得
た
資
料
を
、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
に

印
刷
し
た
も
の
。
そ
の
後
、
カ
ー
ド
は
三
回
改
訂
し
っ
つ
作
成
、

修
了
証
は
二
度
印
刷
し
た
。

②
経
過

朝
勤
に
二
百
遍
、
夜
勤
に
三
百
遍
の
唱
題
を
基
本
に
、
修
了
者

第
一
号
は
(
一
万
遍
唱
題
修
了
者
)
一
月
十
七
日
に
生
れ
た
。
つ
ぎ

つ
ぎ
と
生
れ
る
修
了
者
に
、
当
初
の
目
標
を
変
え
る
必
要
に
せ
ま

ら
れ
た
。

昭
和
五
十
七
年
十
二
月
(
当
初
の
目
標
終
了
時
点
)

に
は
、
参
加

者
三
十
人
と
な
り
、
千
五
百
万
遍
の
唱
題
カ
ー
ド
が
積
っ
た
。
ま

さ
に
目
標
の
十
五
倍
の
お
題
目
が
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
例

え
ば
、
一
日
五
百
遍
の
題
目
は
、
一
年
で
十
八
万
二
千
五
百
遍
、

六
年
で
百
万
遍
成
就
す
る
こ
と
と
な
る
。

当
然
、
三
カ
年
経
過
す
る
ま
で
に
、
一
人
百
万
遍
の
唱
題
行
を

目
標
に
と
切
り
替
え
ら
れ
た
。

③
現
状

百
万
遍
唱
題
行
は
、
あ
る
種
の
競
争
心
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ

が
、
現
在
、
三
百
万
遍
以
上
が
六
人
、
二
百
万
遍
以
上
が
八
人
、

百
万
遍
以
上
は
二
十
三
人
、
唱
題
修
行
会
員
数
一
五
八
人
、
総
数

五
千
万
遍
に
達
し
た

(
昭
和
六
十
年
五
月
二
十
八
日
現
在
)
。

数
取
り
せ
ん
が
た
め
に
、
唱
題
は
早
く
な
り
が
ち
。
そ
の
ブ
レ

ー
キ
に
必
ず
太
鼓
を
た
た
く
。
一
分
間
二
十
遍
、
五
分
百
遍
の
ペ

ー
ス
を
守
ら
せ
て
い
る
。

④
唱
題
カ
ー
ド
と
修
了
証

カ
ー
ド
は
、
一
万
遍
修
了
す
る
と
、
一
枚
の
カ
ー
ド
を
塗
り
つ

ぶ
し
提
出
す
る
事
と
な
る
が
、
当
初
は
千
遍
終
了
毎
に
検
印
を
し

た
。
第
二
回
目
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
升
目
を
変
え
て
見
た
。
現

在
は
一
枚
の
カ
ー
ド
に
一
つ
の
検
印
と
省
略
し
た
。
唱
題
せ
ず
に

赤
鉛
筆
で
塗
り
つ
ぶ
す
よ
う
な
人
は
出
る
訳
が
な
か
っ
た
。
修
了

証
は
、
ほ
ぼ
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
が
ら
当
初
よ
り
変
更
し
て
い
な
い
。

⑤
記
念
品
授
与
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御
遠
忌
記
念
と
し
て
始
め
た
唱
題
修
行
だ
っ
た
の
で
、
五
十
七

年
ま
で
は
、
十
万
遍
修
了
者
に
は
、
宗
祖
御
浬
菜
図
の
色
紙
を
授

与
し
た
。
五
十
八
年
以
降
は
珠
数
一
連
を
、
五
十
万
遍
毎
に
お
経

本
(
朝
夕
の
お
っ
と
め
)
、
二
十
万
遍
、
三
十
万
遍
と
い
う
よ
う
に
十

万
遍
毎
に
散
華
(
宗
祖
御
一
代
記
)

を
各
一
枚
授
与
し
て
い
る
。

な
か
で
も
百
万
遍
修
了
者
に
は
、
逆
修
法
号
を
授
与
し
た
。
授

与
し
た
会
員
は
二
十
一
人
。
す
で
に
先
代
か
ら
授
与
さ
れ
た
者
も

あ
る
た
め
、
法
号
は
日
号
の
九
字
戒
名
、
信
士
・
信
女
、
し
か
し

高
齢
で
法
功
を
多
と
す
る
者
に
は
、
居
士
・
大
姉
号
も
あ
る
。

⑥
推
進
と
弘
通

毎
月
八
の
日

(
八
日
・
十
八
日
・
二
十
八
日
)

の
午
後
二
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で
の
鬼
子
母
尊
神
話
の
唱
題
修
行
中
、
各
人
毎
に
「
〇

万
遍
唱
題
修
行
修
了
者
〇
〇
〇
〇
如
説
修
行
功
徳
甚
多
、
病
即
消

滅
不
老
不
死
」

と
宗
祖
に
報
告
す
る
。
参
詣
者
全
員
の
回
向
祈
願

の
あ
と
、
唱
題
の
功
徳
の
法
話
中
に
、
各
人
へ
修
了
証
を
手
渡
す
。

祈
願
は
万
遍
数
の
多
い
人
か
ら
、
手
渡
す
時
は
一
万
遍
の
人
か
ら

渡
す
。
一
人
づ
つ
、
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
、
全
員
の
拍
手
を
も
ら
う
。

毎
年
一
月
六
日
の
寒
の
入
り
か
ら
二
月
四
日
の
節
分
ま
で
の
寒

中
修
行
(
毎
日
約
二
時
間
)
は
、
参
加
者
は
一
回
千
遍
と
す
る
。
留

守
部
隊
は
千
遍
数
取
り
を
す
る
。

法
事
・
祈
躊
等
で
も
必
ず
数
取
り
を
し
て
、
カ
ー
ド
に
加
え
る
。

唱
題
の
機
会
あ
る
毎
に
全
て
運
用
す
る
。

参
詣
者
に
は
、
必
ず
カ
ー
ド
を
渡
す

(
六
十
年
五
月
以
降
)
。

⑦
教
化

毎
夜
午
後
七
時
か
ら
の
夜
勤
後
七
分
説
法

(
昭
和
五
十
五
年
以

降
)
。
主
と
し
て
教
義
、
す
で
に
法
華
経
二
十
八
品
、
御
遺
文
等
が

終
り
、
現
在
、
仏
教
の
発
祥
か
ら
や
り
、
自
己
の
習
学
と
な
る
と

思
い
つ
づ
け
る
。

一

夜
勤
の
唱
題
行
は
、
当
初
一
旦
二
百
遍
が
、
五
十
八
年
か
ら
、

1
8
1

信
徒
が
自
発
的
に
夜
勤
の
あ
と
二
百
遍
の
唱
題
修
行
を
す
る
。

-

朝
勤
は
毎
朝
六
時
か
ら
七
時
ま
で
、
『
妙
行
目
課
』

を
拝
読
し
、

御
遺
文
に
親
し
む
。
参
詣
者
十
人
程
度
。
夜
勤
は
、
七
百
遠
忌
出

版
の

『
一
日
一
訓
』

を
利
用
す
る
。
出
版
前
は
「
如
説
修
行
抄
」

「
立
正
安
国
論
」
等
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
御
遺
文
の
暗
詞
を
し
た
。

朝
勤
と
夜
勤
(
午
後
七
時
̃
八
時
)

の
対
象
者
は
異
な
る
。

八
の
日
の
説
法
は
、
当
日
の
ニ
ュ
ー
ス
を
素
材
と
し
て
、
未
信

徒
向
け
の
一
般
的
法
話
か
ら
お
題
目
に
帰
結
す
る
。

「
日
蓮
宗
新
聞
」

を
、
昭
和
四
十
八
年
以
降
百
部
無
料
配
付
、



一
人
不
用
に
な
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
他
人
の
住
所
と
名
儀
に
変
更
し

継
続
す
る
。
檀
家
は
五
十
戸
、
未
信
徒
へ
の
教
化
に
役
立
て
る
。

「
あ
な
た
を
拝
み
ま
す
」
、
来
寺
帰
寺
の
折
、
顔
を
合
わ
せ
た
時

は
、
必
ず
合
掌
す
る
。
合
掌
で
返
礼
す
る
習
慣
が
つ
く
。

⑧
先
達
の
活
用

五
回
終
了
者
一
人
、
三
回
修
了
者
一
人
、
二
回
修
了
者
二
人
、

今
年
入
行
予
定
者
一
人
。

五
回
修
了
者
(
大
教
補
)
は
、
五
十
七
年
に
お
堂
を
開
堂
、
信
徒

を
確
保
し
、
唱
題
修
行
に
励
む
。

三
、
二
回
修
了
者
は
、
住
職
留
守
中
、
自
坊
の
唱
題
行
の
文
字

通
り
先
達
と
な
る
。

数
取
り
器
、
一
個
約
千
円
を
各
自
持
つ
、
一
家
に
四
個
も
五
個

も
あ
る
家
も
あ
る
。

今
年
入
行
予
定
者
一
人
、
朝
夕
勤
に
必
ず
参
加
、
未
信
徒
へ
教

化
を
進
め
る
。

⑨
効
果

全
員
参
詣
者
、
唱
題
修
行
会
員
は
太
鼓
が
た
た
け
る
様
に
な
る
、

大
声
で
唱
題
が
出
来
る
。

感
謝
の
念
が
次
第
に
大
き
く
滴
養
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

行
事
へ
の
参
加
が
増
え
つ
つ
あ
る
。

一
人
の
唱
題
が
、
高
齢
者
か
ら
幼
児
ま
で
修
行
す
る
よ
う
に
な

る
。無

辺
の
題
目
の
功
徳
が
、
人
を
変
え
て
い
る
。

体
調
も
良
く
体
力
に
自
信
が
持
て
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
他
、

無
辺
の
功
徳
は
当
然
。

⑩
目
標

現
在
、
約
五
千
万
遍
一
万
遍
が
一
部
と
し
て
五
千
部
読
詞
に
匹

敵
と
伝
え
る
。
四
年
五
カ
月
で
達
成
。

今
後
一
億
遍
を
当
面
の
目
標
で
、
三
年
後
に
達
成
。
五
年
後
に

は
百
万
遍
以
上
百
人
へ
、
唱
題
修
行
会
員
を
千
人
へ
と
、
五
年
間

で
会
員
物
故
者
は
二
人
の
み
。
百
万
遍
唱
題
宝
塔
の
建
立
。

⑪
資
金
づ
く
り

ス
タ
ー
ト
時
は
住
職
個
人
の
負
担
。
印
刷
費
と
記
念
品
代
。
三

カ
月
位
経
過
後
、
自
然
発
生
的
に
カ
ー
ド
一
枚
に
対
し
百
円
奉
納

が
定
着
。

そ
の
ま
ま
貯
金
、
現
在
約
四
十
万
円

(
印
刷
費
に
支
出
)
。

特
別
に
唱
題
基
金
制
も
な
け
れ
ば
、
唱
題
行
者
の
篤
志
も
な
し
。

⑫
計
画
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唱
題
貯
金
通
帳
の
発
行
、
積
み
立
て
る
だ
け
で
な
く
、
当
然
引

き
出
し
も
可
。

例
え
ば
、
入
学
時
に
十
万
遍
、
そ
の
後
各
項
目
で
支
出
を
決
め

る
。
一
年
間
交
通
無
事
故
、
就
職
成
就
、
結
婚
、
安
産
、
当
病
平

癒
、
子
育
て
成
就
な
ど
。

逆
修
法
号
に
は
百
万
遍
差
し
引
く
、
臨
終
時
に
い
く
ら
貯
金
額

が
あ
る
か
、
子
孫
に
い
く
ら
の
貯
金
を
残
せ
た
か
等
、
具
体
的
に

功
徳
を
数
字
で
表
す
。

さ
ら
に
一
万
遍
と
現
金
を
タ
イ
ア
ッ
プ
さ
せ
る
。
金
額
で
知
ら

せ
る

(
要
研
究
)
。

市
民
総
題
目
の
実
現
。

⑱
問
題
点

い
か
に
唱
題
の
質
を
向
上
さ
せ
る
か
。

空
題
目
と
の
見
究
め
。

御
利
益
追
求
の
題
目
の
熱
烈
さ
を
報
恩
の
題
目
へ
如
何
に
転
換
さ

せ
る
か
。

尺
寸
の
困
行
果
徳
の
二
法
の
功
徳
と
し
て
、
自
然
に
得
る
お
題
目

の
功
徳
へ
の
徹
底
。

新
興
宗
教
と
似
て
非
な
る
題
目
の
周
知
。

水
の
如
く
、
心
す
な
お
な
無
心
の
御
題
目
へ
向
わ
し
め
る
具
体
策

等
。

⑭
結
論

お
題
目
総
弘
通
は
、
結
局
、
教
師
が
一
人
づ
つ
、
或
は
先
達
が

一
人
づ
つ
、
能
化
が
一
人
づ
つ
教
化
す
る
事
。
そ
の
後
の
教
化
こ

そ
、
総
弘
通
へ
向
わ
し
め
る
。
初
め
は
何
が
何
で
も
唱
え
さ
せ
る

事
の
大
事
よ
り
外
に
な
い
。

私
の
お
題
目
弘
通
の
体
験

石

井

錬

昭

(
神
奈
川
・
妙
伝
寺
住
職
)

「
私
の
お
題
昌
弘
通
の
体
験
」

と
い
う
話
を
せ
よ
と
の
こ
と
、

私
自
身
大
変
お
題
目
に
緑
の
う
す
い
人
間
で
す
か
ら
。
と
申
し
ま

す
の
は
、
私
は
皆
の
よ
う
な
根
っ
か
ら
の
出
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
、
中
学
一
年
生
当
時
か
ら
十
七
、
八
歳
位
ま
で
お
経
と

お
題
目
は
唱
え
ま
し
た
が
、
寺
の
小
僧
で
す
か
ら
、
形
だ
け
の
修

行
は
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ど
う
も
僧
侶
が
何
と
な
く
い
や
で
、
そ
れ
も
葬
式
と
法
事
が
い
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